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　（目的）柴苓湯は慢性腎炎の 蛋自尿減少，尿所見の改善に 有効で あ る こ とは よ く知 られて

い る 。 さ らに 難治性 ネ フ ロ
ーゼおよび ル ープ ス 腎炎 の 再燃防止 と ス テ ロ イ ド副作用の 予防

に も効果があ る こ とが 報告され て い る 。 しか し柴苓湯の長期投与が 慢性腎炎の 経過および

予後に及ぼす影響に つ い て は未だ不明な点が多い 。 我 々 は柴苓湯を各種腎炎に 5年以 ヒ投与

した症例を対象に ，そ の 臨床経過 と腎生検像を対比 して本剤の 有用性を検討した。

（対象）症例 は当院内科受診 の 慢牲腎炎および ル ープ ス 腎炎 36名 （男 16 名，女 20名） で ，

年令は 23歳か ら 72歳 （平均 49歳）まで ， 罹病 期間は 5 年 6 ヵ 月か ら 18年 に 及 ん で い る 。

疾患の内訳は慢性糸球体腎炎 25名 （非ネ フ ロ
ーゼ群 14 名 ， ネフ ロ ーゼ群 11 名），1gA 腎症

7名 ，
ル ープ ス 腎炎4名で ある 。 全例に ツ ム ラ柴苓湯を原則と して 1　H　9．Og，5年以 ．1投与した 。

　投与前後の 尿所見ほm液生化学および腎機能 の 変化 と副作用の 有無な ど調 べ た。

（成績）慢性腎炎の 非ネ フ ロ
ーゼ群で 蛋白尿の 消失 ， 1（IL尿の 改善，腎機能正常 の もの を有効と

すると 14例中 5例，蛋白尿， 潜血尿の 持続するもの を不変 とす る 3例，クレ ア チ ニ ン上 昇，糸

球体濾過値低下など明 らかな腎障害進展例を無効とすると6例が該当 した 。 無効例中 2例が

透析導入 とな っ た 。 ネフ ロ ーゼ群では 11例中有効 8例，不変 1例， 無効 2例であ っ た 。 1gA

腎症は 7例中有効 3例，不変 3例は腎機能正常だが潜血尿残存例，無効 1例は透析例で ある 。

ル ープ ス腎炎は 4例と もネ フ ロ
ーゼ症候群を畢 したが，経過は順調 で ス テ ロ イ ドとの併用 で

長期間再燃を阻止出来、腎機能の 悪化も認めない 。 腎生検は 30例に施行し，糸球体硬化所見

の 強い 症例 に 無効例が多 くみ られ た 。 副作用は 1例に GOT ，　GPT の L昇がみ られ たが ，投

薬持続中に 正常化 した 。 そ の 他全例に 特別の 副作 用は認 め な い 。

（考察）慢性腎炎の進展阻止は今 11の 重大な課題 とな っ て い る 。 柴苓陽は 腎炎増悪因 rの
一

つ である蛋白尿を陰性化出来 る薬剤なの で，本研究で は，長期間投与に より腎炎の進展が防

1ヒされ た と窺え る症例が数多 くみ られた 。 また，ネ フ ロ ーゼ症候群の
一

例で ，投薬中 2回腎

lk検を施行 したが ，組織像は 前後で 殆ん ど変化がみ られず，本斉1」の 有用性を示唆 して い た。

（結論）柴苓湯は慢性腎炎の 進展防止 に有効な薬剤の
一

つ であ り，5年以 上の長期投
’

ナで 約

半数に 有用性が み られ た。またル ープ ス 腎炎の 再燃 防止 に効果が あ っ た。
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